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少々のお金を出しても手に入らないものがあります。そこへ行かないと触れることができない自然は地
球にとってかけがえのないものです。海や山や川、樹木や岩石、動物や昆虫、魚など。
植物や昆虫の名前を覚えるとぐっと親しみが増すように感じます。単なる虫がこれは〇〇、餌はなに、
鳴き声は〇〇、分布は〇〇など。また単なる草が、これは〇〇、薬草として有用、こんな食べ方もあるな
どぐっと距離が縮まります。そのようにして自然との触れ合いが深まってゆきます。
人間に対してだけではなく、多くの生命を生き生きと感じられることでしょう。そして、人間は他の生
き物の命をいただかないと生きていけないことも実感できると思います。
ある小学校では生きた鶏をつぶしてお肉にする授業が保護者の苦情でできなくなったそうです。走り回
っていた鶏が解体されて部位ごとに切り分けられて、初めて人間が食べることができるということは知識
として知っていても、パックのお肉ではもも肉、胸肉、ささみなどに切り分けられる前の姿は知ることが
できません。
自然に感謝し、命に感謝です。
最近農園を借りて作物を育てています。少しだけですがとても楽しくまた日ごろスーパーで買う食材の
品質や値段がとても気になります。スーパーではそれなりの値段で、妥当な品質、必要数量の確保など毎
日の買い物を思うと、どう考えても仕事としての農家はできません。わたしの収穫作物は品質バラバラ、
人件費は無視、売れるほどには収穫できません。農家さん、組合さん、流通業者さん、スーパーさんに感
謝です。
時々釣りにも行きますが、山で岩魚を釣ったり、アユを釣ったり、また海で小アジやキスを釣ったり楽
しんでいますが、一匹当たりで考えると、これも魚屋の値段ではとても手に入りません。お金の上では餌
代、交通費、道具代などを計算すると何倍にもなってしまいます。それでも魚釣りに行ってしまいます。
自然に身を置くすがすがしさ、仲間と同行する楽しさ、自分で釣った魚を料理して食べる、これほどおい
しい魚はありません。家族も喜びます。感謝されることに感謝です。
3つのうちどれをとっても私たちの暮らしに身近な出来事ですが、私にはとても大切だと考えているこ
とです。人はそれぞれ大切だと思う事柄があると思います。大学時代は人生のサバイバル力をつける期間
です。自分なりに人生の価値を見出し、その価値をはぐくんでいただきたいと思います。
私には第 4の人生が待っています。とても楽しみにしています。収入を得る仕事だけではなく、収入に
は関係の薄い仕事をしたいと思っています。友人との交流や家族との時間も増やしたいと思います。ま
た、若いワーカーさんに機会があれば、「それでいいよ。」、「自信をもってソーシャルワークを進めてくだ
さい。」と無責任に励ましたいです。多少の知識はありますので、虐待をしてしまった保護者へのカウン
セリングも続けていきたいと思います。
17
